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　Hoffrnanni）
（1922） とそ の 共同研究者は ， 人体に お

い て ， 腱 叩 打時，筋肉 よ り求心 性 の 榊経を経て 生ず る 伸

展反射は monosynaptic 　 1，こ ， 直接脊髓前柱細胞に 達 す

る もの で あ る として ， こ の 反射を
‘‘Eigen ・refiex ”

と名

付 け，誘発筋電鬪の 基礎を 築い た ．

　［の後 Lloyd2〕
（1943　a ）は ，

こ の Hoffmann の
5‘Ei−

gen −reflex 　
”

は，傳導速度の 早い 求 心性 5D　Group 　Ia 飾 er

を通 り， 2　neurone の 伸展反 射 と 同 じで あ る と した．竜

して ， 更に ，
Magladery 等

3）−7｝ Ti
！rk，人俸 （成人） に

おい て ， そ の 後経骨抻経の 経皮的電気刺戟 に よ り calf

皿 uscle よ りα moter 飾 er の 興奮 に 基ず く，直達性 の

M 波 と monosynaptic な 脊髓反射 の ］日［波 を認め て い る．

　前者，M 波は潜時が短 く， 数 皿 sec ・であ り， 後者II

波は ， 約30m 　sec ・で比較的潜時が 長い ．

　そ して彼等は ， 此 等 の 波の 示 す諸性質を実驗的 に 究明

す る と共 に upper 皿 otor 　 neurone 　 lesion時に お け る

H 波の 態度 か ら，こ れ の 臨床的應用 の 大 き な意義 を 示唆

して 来て い る．

　引続 き，本邦 にお い て も ， 1954年頃 よ り， 藤森
s〕3P

，

本間 （伊）
91

， 本間 （三）
1°〕

， 山 II竒
11 ）

， 島村
12 》

， 川西
］／’〉

，

三 輪
’9

， 福
15 ）

， 松 田 ゆ 等の 基礎的臨床的業績 が ， 次 攻 と

発表さ れ，こ の H 波を示 標 として，中樞神経機能探求へ

の 有力な手掛 りを得 る事が出来 る様 に なっ て 来て い る．

　然 し，此の 方面の 新生 児，乳幼兒に つ い て の 研究は余

り無 く， 最 近 ，
Thomas 　 and 　Lambert ［η

（1960） に 依

る 新 生 兒，乳幼兒 の 紳経傳導速度 とH 波 に っ い て総例 1

46例 の 報告が あり， 神経傳導速度 ， 筋肉温度，II波 の 潜

時等に つ い て か な り詳細 な報告がな ざれて い る だ けであ

る．
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　そ こ で ，
こ れ 迄 の 成人に対して な され て 来 た 誘発筋電

甌に よ る 中樞紳経系並び に γ 系研 究の
一

環 と して，著者

は木実驗 を，臨床的 に 新生 見 乳幼兄の 論 蚤系の 発達 の 過

程 を推察す る爲 に ， H 波の 態度，　 Babinski’s　 sign との

関係 ， 前柱細胞 の 興奮性等登観察 して ゆ こ う と した の で

あ る ．

　第 1編 新生 児 ， 乳幼児の M 波 とH 波並

び に 所 謂 Iow・thershold　reflex に 就い て

　　　　　　　　第 1章　緒　 　言

　 新生兒 下肢筋 か らの 誘発筋電 捌 に 依 る 実驗は，本邦に

お い て ぽ ， 川鹵
13 ）

（1957） が 生 後 3 日 よ り12才迄の 新生

兒，乳幼兒 ，小兒に つ い て ，
M 波 並 び に H 波の 導出を試

み，脊髓通電効果の 檢討を行つ て い る が ， そ fi1．に 依 れ

ば ， 抗重力筋であ るM ．gastrocnemius か ら は H 波 は 全

例に お い て 導出す る事 が 出来た が ，他 の 筋か ら は ，2 〜

3Z ）例 ：こ H 波 に 相当す る bw −threshold 　reflex を 証 1珂

し たに 過 ぎ な い と逃 べ て い る．

　 そ して M ，gastrocnemius か らII波が 導出 で きる こ

とは ， 錐体路系の 未完成 が ， H 波 の 発現 とは 無関係で

あ る．即 ち，H 波を生 ず る 反射弓が Group　Ia 丘ber と

motor 　 ne ロ rone の 　monosynaPtic 　な ま妾続 1こ よ
v
）て 構

威 ざれ て い る所 か ら理解出来 る と述ぺ て い る．最近，
Thomas 　 and 　Lembcrt1η （1960）は ulnar 　nerve 　con −

duction　velocity の 棋叮定 と同時 に ， ユ0｛列の 新生兒 に お し、

て・腓骨耐経刺戟で，祕経傳導速度 を測定 し ， 更 に 尺骨

紳経刺戟の H 波の 潜時の 測定を多数例に つ い て 行 つ て い

る ．

　即 ち ， 尺骨紳経 に お い て は ， 64例 の 新生 兒 ， 乳幼晃で

は 殆 ん ど 全例 に お い て，H 波 が 証明出来 る と 述 べ て い

る ．

　私 は，新生 児 ， 乳幼兒 の 下肢筋にお い て ， 抗重力筋で

あ る，M ，　gastroc エ1emius とそ の 主 な ，　 antago エ1ist で

あ る ，anterolateral 　 muscles オ、ら II波 並 び に low−th−

reshold 　 refiex と 潜蒔測定を試み，次
’9／）i3kな 知見 を得

た．

　　　　　　　 第 2 章 検査 方法

　第 1 節　檢 査 装 置

　工． 誘導電極
珊

：直徑約 8　a］iUの 銀製 の キ ヤ ッ プ状の 表

面 電極 で，中央に 約 1mm の 円型 の 孔 を有 し，周 囲 に フ エ

ル トの 縁をっ けた もの を用 い た ．

　2． 電 極糊
四

：澱粉糊 に 10〜 20％ の 食塩 と少量の 石 炭

酸を 加 えた もの を 用 い た ．

　 3．増巾観測装置 ：万 能 ブ ヲ ウ ン 管 オ ッ シ ロ ス コ ・一一プ

（三 栄測器裝 U ．B ・− 2e4型 ） 最大感度 ， ブ ラ ウ ン 管⊥ ，
工O皿ln1

「
10μV に よっ た．

　4・　記録装置　： 三 栄測器製 ブ ラ ウ ン 管連 続撮影裝置

B ．R −1101型 を用 い た、

　5・ 刺激裝 置 ： 日本光霜製 M ・S．−2型 刺戟装置 を用 い ．
出力 は 0，5msec ．〜1msec ．の 短形波で，　 isolator を 経

て ， 電圧工5〜踊 V を用 い た ．

　6． 刺戟電極 ： こ llしは
1
！4 皮下注射針を尖端 だ け を 残

して 他を絶縁エ ナ メル に て 焼付け ， coating した もの を

用 い ．不関電極 と して は ，5 × 8cmの 銀板 に 電極粳 を 塗

布 して 大腿部前 面 に 固定 した ．

　第 2節　檢査対象

　岡山大学医学部産婦人 科教 室 ， 第 1 薤 院，及 び，第 2

藤院 に て 出産 し；
’
t　コ健康新生 兒 ，20例 ， 並 び に 乳幼兒検

診 ：「二・訪 柑
三
こい ず・1陥 鯵 紅 ：ttLfi38例，　 SY；JLn11例 ， 講 啼 1

を 機蒼の 対象 と した．

　第
．
3 節　櫨査 方法

　シ
ール ド室内 に，新生 晃 ， 乳幼兒 を入れ，ベ

ッ ド上 に

仰臥位に して，大腿部以 下 を露出さ せ ， ド肢 の M ．gas −

trocnemius 並 び に anterolateral 　muscles か ら筋電圖

を 導出す る．そ れ に は ， 筋の 走向に縱軸に ， 約 2cm の 間

第 　 1　 図

隔で表 面 電極 を 2 個接着す る，こ の 固定に は ，
コ ロ ヂ ウ

ム を 陵瑁 し兒 の 下 肢 の 動 き に よ っ て生 ず る artifact を

除夕トす る様 に した （第 1 断D．

　刺戟 用 針 電 極 の 播入 に 際 L・て ほ ， 膝窩部 に お い て ， 予

め ，表 面 電 極 で 刺戟 して 後怪骨 艸経 の 走行 を 決定 し た

N 工工
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後．経皮的に 針電極を刺入す る様に し た．叉別 に不 関電

極 として は ， 電極糊 を塗布して，大腿部前面に 置 い た．

　刺戟は ， 單
一

矩形波 刺戟 を 加 え乍 ら ブ ラ ウ ン 管上 に

Magladery の 所謂，　H −reflex を起 さ しめ ， 最小刺戟電

圧 に て ・H 瀚 撮 大 に現われ る様な刺戟電 極の 位置 を 求

め て 実驗 を行 つ た ．

　　　　　　　　第 3 章　検査成績

第 1節 新 生 兒 の M ・9 ・・t・・ C・・皿 i・ ・ の M 波とR 波
新 生 兒 の M ・9 ・・t・・ cn ・mi … 1こ 單

一
矩形刺戟 （刺戟強

度 ・刺戟電圧 20V ・ 刺戟持続時間 0．5m ・ ec ．）で ， 後

鷹舗 経 を刺戟す るに ，被檢対象全例 Vこ つ い て ， 刺戟点
よ り・約 8msec ・の所に M 波 約 20msec．の 所 に H 波

を 認 め た （第 1 表）　（写真 1 ）．

　　　第 1表　新生 児 M ．Gastrocnemiusの H 波

蜊 性 齠 ・輔 飜 副
T ．K ．　 s≧　 　 　 　 　 52　 　 　 　 　 　 　 　 3．8　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20．0ら

0　
3一
3

B 氏
sign

（十）

743− 75

第 2 表 A 　新
』
生 児 の 前脛 骨 筋 群 の 10w−thresh ．

　 　 　 　 ref ，

き・ 鴫
長

陣   臟臘 1
MNSNTNN

．0 ．

動

L
を
α

M

些
TsSYTH

平 均

．
早

♀

♂

属、へ
．．
『｛
♂

マ
小

。

〈
。

G

型．L籍i劃 4

50
一
50
一
51515052

− 150

「
52｝
50

ハ
。

至
♀

，0鹽S
卩S幽T

．YHM
．N ．

−

50一
52　
50

旦

3．53

．03

．73

．3

平 均

3．63

，73
．13

．63
，3

・

÷
44

．
・

⊥

÷

一
〇

D冖
02

一
2

　 　 B 氏

　　sign

・OI （十）

2〔1，520

．D21

，019

．020

。020

．Ol20

．01

20 ．01

20．0

．（十）

）

）

十

十

（一
（

（十）

（十 ）

）…
）

十．
十

（

（

（十）

3．13

，63

．3

＿墨L

（十）

　 　 19．O

　　可丁

竃
『
1吾『

5　　18．519

．4

（十）

（十）

爾

．（十 ）

写．真 1

被鮒 象例は 5例で，全例 に お い て ． M 波，H 灘 確

認 した．

第 2節 A ）新生兒 の ・・ ter・1・ter・l　m ・scles か らの

蠍 及び・所謂・ 1・w −thresh ・ld　 refl ・ ・ とそ の ns、−3．1。t，
．

ncy に つ い て

新生兒 の 前腥骨筋群 ant … ヱ・t… 1m 。，c1 。。 カ、 ら

Magladery 等 の H 波 に 相当す る所謂 ，
　 low −threshold

reflex を 導出 しえ た （写真 2）．

新生兒 の 前腥骨筋 群 か らの 1・ w −thresh ・1d 。。fi。。 の

写 真 2

導出は ， 新生 兄の 下肢 が超小型であ る爲，非常 に 技術を

要 し・ 技術的に 測定 の 失敗に 終 る事が あ つ た ．新 生 見
は・生 後 3 〜5 日 の 兒 を 対象 と して ， 主 として 帯 殴 の

安靜時 に 髄 を行 つ た ・こ れ鳳 れ セま新生兒の 1。w ．thl−
「esh °1d’refl ・・ の 潜時は 約 20m ・ ec ．であ つ た （第 2 表
A ）．

　B ）乳兒 の 前腥 骨筋群 か らの H 波 に 相当す る 10w−thr −
eshold 　reflex ．に つ い て

生後24日 抽 72日迄の 乳兒 を1瑚 檢査 し ， 前鵬 鰭
よ 砒 較的容剔 こ 1・ w −thresh ・ld　 refl ・x 獣 め る 事が

で き た （第 暑表 B ）．

こ の 表 か ら乳兒 （生後 1 〜2 ヵ 月） の 1。w −thre 、h。ld
「eflex の 潜時観 る と・約20m ・ec．で 麺 ，新鯢 に

比 して 余 り差異が 無 い 様であ る．

C ）生後 1年後 の 前腥骨筋 群 の 1。 w ．thresh 。ld 。。fi。 x

蝦 1 年前後 に お け る 1。w −thresh ・ld　 refi ・x の 出現

N 工工
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第 2 表 B

誘 発筋 電 図 に よ る 維 児，乳 幼 児 の 反射 の 臣蘇 電 気 耀 学的 確

乳 jLの 前脛 骨筋 群 の 10w−thresh ．

ref．
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書需

’

平
1

哥 ÷劃瑞 工 1認二1畫 1
旻：睾：「 葦17藷：黶蜜｝iゴil湯会1鴇
s ．H ．　 早　　 54　　4．7　　　　 ！

POtLn
＿−1玉±）

Y ．T ．
M ．A ．
T ．0 ．

小
G一
小

O一．
OT

鷹 ・
、

　 　 　 　 ♂1旦二 L
匪 均

満 2 年 の 前脛 骨筋 群 の low・thresh ・

ref ．
r一

覊
x−⊥ 二IY
．S ，
NKN画

鷲
Y

性 1身 長 CMi 体 重 k91 告1蠡1離ざ言．　
II盞轟

1−・1・一均
’

♀　　　9iヌ　　 エ0．5 　　2 」

δ 　　84 　 11・0 　 2 」

　 　 　 　 　 　11．0　 　 2 」早　　 呂8

　 　 　 　 　 　 1L，δv 　　　 88
　 　 　 　 　 　 11．5？　　　86

25一
23一
22

1 （± ）

上ヒ）［

（± ）

2　」　　　22　　i　（十 ）

　　　　　　（± ）2j 　　／
　　

一
蕗
…

譌‡繕発 i聾鞘一』
肝

‘ヒー
6τ 蕊

一
　　　2〔〕．0　　　（十 ）

手 竈 1舞騰il墨
第 2 表 C1 年 前後 の 前 脛 骨 筋 群 の low−thresh．

ref ．

司賑 ・皿陣瞬 ・ ・臘 墨轟
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♀　　　　72　　　　9．1　　　10M 　　　　21　　　（十 ）

♀　　　68　　7．8 　　9M 　　　20 　　（十 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　（十）　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　 1 」　 　 　 　 　 　 9．0　 　 　 72♀

　　　73　　8．5　 10M 　　／　≦土≧＿♂

　　　　　　 8．9 　　王J　　　／ 　　＿（二：：⊇＿　　　 74♀

　　　 73　 8，4 　1JIM 　 21　．但◎＿♀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（± ） ・

　　　　　　　　　1J4M 　　2ユ　 　 　 　 　 　 1］．4　 　 　 81♀

　　　　　　　　　　　　　20．9　　 ］

写 真 3

氏 名

Y ．N ．

Y ．T ．vi
了

K ．0 ．

N ．K ．
T ．K ．
S ．H ・
Y ．H ，

H ．M ．
面．K ．
Y ．O ．

　 Y ．N ．

】三凾

1，i　，12例の 檢査 を 行つ た が，z の 中 5例に しか認 め ら れ

な か つ た （．第 2表 C ）。

　潜時は ， 新生 児に 比 して 余 り差異 を 見 な い ．尚，刺戟

強度は ， 刺戟電圧25V 　duration　O・5msec ・で あ つ た ・

　D ）滿 2年の 前経骨筋群 の 10w−threshold　refiex

　滿 2 年 の 前脛骨筋群 の low −threshold 　 reflex の 潜時

は ， 新生 兒 ，乳兒の そ れ よ りも 平均値で，延長 を認 め た

（第 2 表 D ）　（写真 3 ）・

　　　　　　第 4 章 総括並びに考按

　健康成人を対象 と して，1950年来 ，Magladery 　
’
r 派 に

よつ て 系統的 に研 究 さ れた M 波 とー 波 は N ．tibialisl・こ 経

皮 的 に 電気 刺戟 を 加 え る 事 に よ i） ，
M ・9 ・・t・。・n ・ miu ・

か ら筋電圖 を導出して 得 る事 が で き る も の で あ る．

　即 ち．M 波は ， 潜 時 数 msec 。で ，
こ えしは運翻 鰹 の

直接刺轗 ほ つ て お こ る 電位で あ り・H 波 は・刺戟 よ り

約 30。、sec ．遲 れ て 出現 し ，
こ nl，s．筋肉か ら出て い る太

い 求 心性 禪経線維 が，刺戟 さ れ て 起 る もの で あ る．こ の

職 とH 伽 関係 に つ い て 1ま ，
M ・ g1・d・・y の 報告に よ

れ ば ， 刺戟強度 を 次 第 に 高 め て 行 く時に ，
H 波の 振幅は

次第 に大 き くな る と共 に 次第 に，M 波が出現 して 来 る．

更に刺戟強度を 増加 して 行 くと， 皿波は次 第 に 振幅 を増

加 す る 様に な るが ， II波は 逆 に 減少 し，遂 に H 波が消 失

して し ま うもの で あ る． こ れは M 勸 ・生 じた後は ・ 刺

戟 が，遠心性運動及び求 心性紳経線維 を混合 し た 末楕胖

経 に 興 え られ て い るの であ る か ら， 運動 神経線維内に は

イ ン パ ル ス は ， 押経中を 下降して 筋 電 鬪 上 に M 波を 起す

と共 に ，

一
方 antidromlc に も 上 昇す る イ ン パ ル ス を 生

じ，d ／、と反 射性 に 生 じた motor 　neuroneZ ）H 波の イ

ン パ ル ス が途中に お い て 衝 突 し 中和 す る爲 ， M 波は 振幅

の 増大 を 来た すの に ，
H 波 は 減 少 し消 失す る結果 と な る

と逋ぺ て い る．私の 実驗 に おい て は ，新生 兒 を 対象 と レ

て い る爲，刺戟強度は比較的弱 く， 五i波が や つ と現 わ れ

る 程度で実驗を行 つ て い る・

　 即 ち ，
N ．　perQneus を刺戟 す る 際 に anterolateral

muscles に あ らわ れ る H 波 に 相当する所謂 low−thres−

hQld　reflex の 出現だ け を 示標 に して 行 つ て お り，H 波 は

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 極力出な い 様 な刺戟方灘 用 い て い る．こ Ol 。W −thre。
−

　
h ° ld　 refl ・・ と云 うの は灘 蹴 成 人 で 1・ま，腓骨鰹 の

　 臓 で ・
M ・・tibi・lis・ nteri ・・ か ら導出 した 際，

　 M 波の

　み で H 漁 拙 な い が ・ 上 位 ・・… n ・ の 障碍で羈 耐

　が出現する際に は，こ れ が 認め られ る の で，こ れ を Ma ．

　glade「y は 1・w 一亡h・ e ・h・ld　 refl・・ と呼 ん でい る．そ し

　て一眦 ・・… n ・箍 碍鳳 り ， 前柱細胞 が ，。e1。 a ，e さ

　れて 反射の 閾値 が 低下 して 生 ず る爲であ る と説明 し て お

　
り・王゚ w −thresh ・ld・ refi・ x と云 銘 もこ の 様な 考 え 方

　 か らっ け られ た もの であ る．乳幼見 に お け る こ の Iow−
th 「 esh 。】d　re 蹟 傭 時 の 測定の 結熟 ま， 第 2 表．　A ，．B ・C・D ・の fXll・〈・ 物 ・約 20m ・ec ．であ つ た．　 M 。gl。．
de「・　

− Wk」k びそ の 他の 黠 に あ る成人の 潜瞭 砒 較す
る と短い 事が 驚 ・即 ち 賊 人 の H 齣 潜騰 ，M 。g1。−
de「・三 輪・瞞 ・ 松 田，等は レず 掘 ，細 Omsec と

泳 て い る・1
こ れ に 対 し，私鰔 績◎ ま噺 生 見浮 隗

の M ・　ga ・t・・cn ・ mi ・ ・か らの H 灘 ， 2。m ・ec ．とな つ て
い る・Th ・ m ・・ の 報告

Tt
・・＆

’
れぽ，新生 兒 浮 睨 の hyp 。．

thena 「　 m ・・ cl・・ か らの ・破 の 潜 時 ｝坪 均 18m ， ec ．であ
　 る と説明 して い る ．

　　今 ， 假 に ， 新 生兒 の 身長を50cm，成人 の 身長を 150c皿

と して 脊髓反射の 騨 囘路帳 さ嚇 で 臘 し て 見 る

と・身長の 上 帖 は 3対1 であ り減 ノ  潜時は 30m ．
sec ・　Leあ る か ら・騨 濫 が 洞

一
であ る とす れ ば噺

生 兒脱 れは・ユ・msec ・で t’くて （・tk・t・ ら ぬ．即ち 販 射
1略 の 上 か ら｝ま… m ・ec ・の H 波耀 られ ・ ぽ，縦 兒
鰰 觀 機能的鰍 発達 して い る と云 え 動 で あ翻 ，
実1察をま2°msec ・であ る 筋 ，こ れ は鱒 速麟 遲 い の で
効 ・tれ は鰹 雛 そ 鍋 の 醗 瀚 ・未完成であ 鵬
と云 い 得る・Th ・ ・n ・・ 等は，縫 見 の 鰹 騨 速慶
26・4m ！sec ・と云 い ・M ・gl・d・・y ，三 僻 鍼 人 の 鰹 傳
導磯 5・〜63m ！sec ・眦 べ る と非常曜 く，細 ，の 傳
導 艘 であ る か ら確 系の 灘 的蛛 完呶 あ る事醐
らかであ る謎 鍬 ， こ 賑 航 嬋 シ ナ プ ス 性 であ る か

ら・シ ナ プ ス に お け る翫 （d・1・y ） 餘 彫 響 ｝ま無 、

とも考 え られ る が・こ の ・y ・ ap 吸 ぴ 皿 。t。 n 。 U 。。n ， に

お げ る 遲れ も考慮 に 入 れ な け れ ば な ら な い で あ ろ う．

　　　　　　　　第 5 章　結　　論
1） 新生 兒の M ・9 ・・t・・… 血 i・ ・ ｝こ お い て N ．tibi。 1is

刺戟に よ つ て ， M 波，　H 波の 強出 を 確認した 、
ま た・新生 見 浮 L幼兒 の ・・t… 1・t・ ral ・m 。 。。leseiら

は 』 灘 枳 当％ 1・ w −・hresh ・ld　 refl ・ x を 少軅 ∬を
除 き確 認した．

745− 77

2） そ れ等の II波・1・w −thresh ・1d　refl・・ の 潜時 は ，

約20msec ．であっ た．

　　　第 2 編　新生児， 乳幼児 の 前脛骨筋群 に

　お け る所 謂 10w−threshold　reflex と Bab −

　1nski
’

s　sign と の 関係に 就 い て

　　　　　　　　　第 1 章　緒　　言

　　1896年 に B ・bin・ki” 〕
が ，普愚 我 々 が B。bin，ki・s

s’gn と呼ん で い る足底反射を発表 し て 以 来，讖 に よ り

　信頼 さ れ ， 錐体跡系の 器質的病変に 必 発す る反射 と云 う
事繖 科諏 二輙 尉 られ て 来た．然 し ， 最近 に 齣 ，

　
こ の Babinski’s　sign に も数 々 の 矛盾 す る実例 が 知 ら れ

る様 に 劫 ・ 次鍮 礙 義 を持た れ る様 に な つ て 来 て V 、

　る．然 し，そ れ に も 拘 らず ，新生兒 ， 乳幼兒 に お い て

セま・こ の B ・bi・・ki’・ ・ig・ i’rk，錐鰰 系の 発達 靺 完
成 の 爲 ・ 生 理的に存 在す る 肋 と して ．各橿 鍛 科獣
言識 して あ る・即 ち・Wart ・nberg …

は 1〜 2 才の 貌
迄，Elliot22，は 1年半迄 租 父江

E1♪
は 1〜 2年，　Nels 。 n23

〕

も 1 〜2年は鯉 的襯 われ る と して v・る．−tこ で ， 本
研究にお い て は，第 1編で 述べ た ・。 ter。1。t。。。1　 mu 。

．
cles か ら檢出した 1・w −thre ・h・1d　refi・・ が．健 m 成 入
に は黜 が 出勅 い事に注 目 し，1・w −thresh ・1d・refl 。。 と
Babinski ’

s　sign との 関係を 追求 した の である．

　　　　　　　　第 2章 　検査方法

　 第 1 節　檢査裝置

　鋤 編 で 述 べ た 髄 裝置 と同 ere置鞭 用 し．表面電
極 は・新観 職 の anter ・1・teral　muscl 。、 に コ 。 ヂ オ
ン に よ り密着 した．

　 第 2 節　檢 査 対 象

当轣 の ee一産院 第二 産院 で 分娩 した ， 鱗 新 生

兒 ， また ， 当教室が 小兒科教室 と共同で行っ た 「新 生 兒
の 予後」 の 檢診 に 来 院 した 乳皃 （滿 工年前後）幼兒を対
象 と して 檢査 した ．

　第 3節　檢査方 法

Babinski’・ ・王9 ・ の 髄
32 ’

セま， 新生 兒 ． 乳幼兒を仰
臥位と し・打腱器 の 柄を用 い

， 圖の 様 に囃 す る （第 1
圃）・踏 時 は 噺 鯢 ・ 黝 児の 緊張 ， 不 ere避 け，
（新生兒 ， 乳 児 は 哺乳時 か哺乳直後に 行 つ た ）主観を避 け
る me　 3囘 以 上 趾 の 背屈 を く り返す物 を 陽 暁 と し． 2
囘以 下 1 囘以上 の もの を疑陽性 ， 全然 ， 趾 の 背屈dorsaI
fleXi°n 嘸 純 の を陰性 と した・ 尚，新 生 兒 浮 拗 見
下肢 C）anterelateral 　muscles か ら檢出す る Iow−thers ．
h°1d 「 efl・・ は ・ 第 ・編 ・ 第 躑 ｝・述べ た 髄 方 法 と同

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 1 図 　バ ビ ソ ス キ
ー反 射 の 検査法

日 産 妬｝誌 13卷 6　：
t

様で諌 ［1戟弓鍍 は ，刺戟電圧条勺20V ・d… ti°nO ・5血 ’

sec ．の 矩形灘 使用 した ．尚 ， 見の 選擇 1・ま・　 B ・bi・ ski
’
s

sign の 有無 に 拘 らず，無差別に 行 つ た。

　　　　　　　 第 3 章　検査成績

第 1 節 新生兒浮 L兒 （生 後 1 〜 2・ VJ月）の ante 「°’

1。ter。1　m 。 sc1 。、 か らの 1・w −thre ・h・1d ・ efl・x と B ・bi’

nski
’
s　sign との 閧係 に 就い て

　新 生 兒 ， 乳兒 （生 後 2 ヵ 月迄） の anterolate 「al 皿 U’

，cl。s か らの 1。w ．th・e ・h ・1d　 refi ・・ と B ・bi・ ski
’
・　sign

とは ，全 く平行謁 照 あ る （第 1 表） ・維 躯 で

は ， 技術的 に 1・ w −thre・h ・1d　 refi ・ x の 翻 を 失敗した

数例 が 抽 ，刺戟部位の 選 擇 に 注意 を 要 した・

　　第 俵 新生 児，乳 児 に 於 け る 前 脛 髄 ・） 1°w ’

　 　 　 　 　 　 thresh ．　 rei ．
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第 2節 乳幼児 〔8 朋 〜滿 2年迄）の 1・ w −th「 esh °ld

refiex と Babinski
’
s　sign との 関係 に就 い て

乳幼兒は ，8 胡 泌 ・鍋 ヵ 月に 及ぶ ・ 1輔 後 の

瑚 瞞 2 力 年の 幼兒鵬 診し … t… 1・te 「al
　

musc £ s

肪 の 】。 w ．thre・h・1d ・efl ・ ・ の 黜 を 講 敵 第 2

表 ）　（第 3表） ・

購 ，新蜆 齢 臆 1。w −・hre・h・ld ・e 且・・ の 様 に

殆ん ど 全 例 ld 漉 出出来ず，こ の 1・ w −th・esh °1d 「e且ex

存在例鯲 て ，・・bi・ ・ki’s　sig ・ が 藷 明に 檢朏 耘

様で鱒 洞 レ拗 黙 ， 韆 圖髄 ｝・ 当 り諦 泣 等 の

過激 な 融 鮒 う爲 ，
・・tifac・ が 入 賜 く・翻 が ・困

莫匪
一
ごあ

7
⊃た ・

　　　　　　第 4 章　総括並び に 考按

雑 兇 ， 黝 兒 に B・bi・ ・ki
’
・ si ・n2712s

） が・靱 的

に 見 ら tし纏 は ，断 騨 とつ て は 溌 くの 黼 驚

る とさ れ
・
（来 た ．艮防 ，B ・bi・ ・ki 氏 が ・ こ の 翩 の 怠

義醗 表 して 以 来誠 人1・tt　tsい て し・よ・ 獅 路の 纈 的病

変 時 に は 必 捌 裸 る 翩 であ る と さ れ 瀦 家   嘱

じら れ て 来 た が 諏 近 に な り灘 体路禰 変灘 実締
：

在 す る 時に お い て ％・tL娵 射が槍出出来 な い 野 麺 と

云 う軼 紡 肛 も もつ 瀬 繖 螺 を 持つ て い る事

が 推察 さ れ る ・

　新 生 兒，乳鯢 鯲 け る B ・bi・ ・ki
’
・ ・i・露 つ い 儲
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　 家は ， 満 2 年位迄は ， 生 埋 的に 現わ れ る と して い る．

　然 し ， 最近 Rosenbaumn9 （1958） は ， 新生 兒 の 運動禪

　経 発育 に 関す る研 究 に お い て ， 1012例 の 新生兒に つ い て

　
1の 檢査 に お い て ，　Babinski

’
s　sign だ けで無 く，Chaddock ，

　
．Oppenhein ユ 悉 く陰性であ つ て ， 新生 兒の Babinski ’

s

　 sign の 存在 と云 う報告 も， 夊上位 neurone の rnyeli −

　nization の 欠除 と云 う学説も否定す べ きで あ る と 断言

　 して い る．N ，　Peiper2s｝ （1956） も， 乳兒 に 発現す る事

　を は つ き りと認め て い ない し，本邦に お い て，中田
2S ｝

　 （195B） は ， 彼の綜説の 中で，　Babinski’s　sign が 正 常

　な 反射で あ る と云 う見解及 び こ の 発現が新生兒の錐体路

　の 未完成 に よ る と云 う解釋に は，尚批判の余地がある と

　述 ぺ て い る 4

　　そ こ で著者は ，Babinski’s　sign と直接関係 の あ る

　t，nterolateral 　muscles か ら腥骨祚経刺戟に よ り，　 Ma −

gladery の 云 う所謂，　 low−threshold　reflex を 示 標 と し

　て ， Babinski’s　sign との 関係を見 て 行 こ うとした の で

　あ る．即 ち ， 第 1編 に も逋べ た様に ， 健康な成 人 ではH

被 ぽ 下肢 の 抗重力筋であ る，M ．　gastrocnemius や M ．
、301eus に おい て 認 め ら れ， 拮抗筋で あ る M ．　tibialis
fi・．nterior と云 っ た 筋か らは檢出出来 な い ．　 H 波 が出現

す る の は 上 位 ・ ・・ ・… の 障碍で異常反射 が 出現す る際
』
であ る．こ れ を Magladery は low・threshold　refiex と

呼ぴ，上位 neurone 障碍 に よつ て ， 脊髓前柱細胞 が

release さ れ ． 反射の 閾値 が 低下 して こ の H 波が 出現す

る と読明 して い る・叉 Th ・ mas 等｝よ ， 尺骨乖鰹 刺戟に

対 す る H・refiex の 抑制機構 が ， 新生兒 に お い て 顯著で

無 い の は多艢 生 兒 に お い て B ・bi・・ki・s　 sig ・ の 発 生

と紳経系統 の 未完成とに 関係が あ る と逋 べ て い る．さ

て ， 本実緻 の 観察 か ら健康な新生兇 ，乳幼兒 の antero ．

／ateral 　 muscles か ら檢出 した low−threshold　 refiex

i・；こ・結局 ・ 上位 ・ ・ u ・・n ・ の my ・1ini・ati・n の 欠除に対
す る筋 電 圖学的表現 で あ り，こ れ は上位 neurone の 障碍

時 と同様 の Babinski’s　sign を発現 させ て い る と 云 え

a一う・こ れ らの 事 か ら R ・・enb ・ um の 云 う新生 兒 の Ba −
／binski’S　sign 否定論 は，当 を え な い も の と考 え られ

る ．

　　　　　　　　第 5 章　結　　論

　1） 健康 な る新生 兄及 び 乳幼兒 69例 に つ い て Babin ．
ski

’
S　sign の 檢出と共に，誘発筋電圖上 ，前胚 骨筋群 よ

」） ・ 單 シ ナ プ ス 性 の 所謂 1・w −thre ・h ・ld ・・fl・x の 檢出

を 試みた が ，兩 者の 出現 は ， 殆 ん ど平 行 し た ．

　2 ）　こ の Babinski’s　sign に 從い 檢出される10w・thr ・

747− 79

eshold 　refiex は ， 脊髓 にお け る錐体路 の Myelinization

の 未完成 に よ る m ・t・rn ・u ・。n ・ の 所謂 ・el ・ased 　phe−

nomenOn に 相当す る もの と云 える．

　第 3 編　新生児 の 脊髄 前柱細 胞 の 興 奮性

に つ い て

　　　　　　　　 第 1章　緒　　言

　　新生兒の 運動
’9｝

は．反射運動 か ，浅 い 意識運動下 に 行

　われ る 衝動的運動 か，或 い は 本能的運動 か であ る．自発

運動は殆ん ど無 く，四肢の 運動は非協調的の 舞踏病様 の

無目的 な もの で あ iJ，四肢の 筋肉は 大 人 の 筋肉に 比 して

相対的に強 く． 緊張も強 く， 他動的に 四肢を動 か そ う と

す る と，相当大 きな抵抗を感ず る．

　　こ の 様 に ，新生 兒 の 四 肢筋の 緊張 の 強 い 状 態が ， 第 1

編に述べ た 様な，1・ w −thresh ・ld・ refl ・x の 出現に 関係が

　あ り・

一
方 こ の ］ow −threshold 　reflex が ， 第 2 編 の

Babinski’s　sign と関係があるの であ る か ら，申樞紳経

系の 支配 が こ れら新生 兒，乳幼 兒 に お い て ， どの 程度脊

髓 m ・t・rn ・・・… に 及んでい るか 蜘 る 爲に は，脊

髓前柱細胞の 興奮性 が如何な る状態であ る か を 知 る 事

が ， 非常に有意義で あ る． そ こ で本 編 に お い て は ， 誘

発筋電圖に お い て ・・nditi ・・ i・g 及び test の 2 つ の 刺

戟 を 興えた 時の H 波，或 い は ， low・threshold 　reflex の

状態 か ら前柱細胞興奮性 の 測定 を行 わ ん と試み た の で あ

る．

　　　　　　　　第 2 章　検査方法

　 第 1節　檢査裝置

　
1．誘導電極 ： 直徑約 8　llmの 銀製 の キ ヤ ッ プ状の 表 面

電極で ， 中央 に約 1 皿）nの 円型の 孔を有 し ， 周囲に フ エ ル

トの縁を っ けた もの を用 い た ，

　 2． 電極糊 ：第 1編第 2章で述べ た糊を 使用 した．

　3． 増 巾観測装置 ：第 1編．第 工節 の 裝置 を 使用 し

た ．

　4。記録装置 ：三 栄測器裝ブ ラ ウン 管オ ッ シ ロ ス コ ー

プ （U ・B ・− 204）及 び連続撮影装置 B ，R ．型 1101を用い

た ．

5・ 刺難 置 ・ 肱 光電製 Ms ．− 2型刺戟裝置及び

そ の i・・1・ t・ r を用 い
， 2重刺戟法をこ よ り，約 2秒 OC・1 囘

の割合で ・ 2 つ 1組 の 刺戟電圧 を得 た．前置刺戟 。。。di−
ti° nlng

　sh ・ ck と試驗刺戟 test ・h・ck との 間隙烏 20
〜 200msec ．迄変化 させ た ．刺戟の pulse の duration は

O・5〜1msec ．を用 い た 。
6・ 刺戟電極 は ・ 第 1編．第 1 節，5．で 述べ た

・1波 下
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注射劃
’
を用 い た．

　第 2 節　檢査対象

　岡山大学医学部産婦入科教室第
一

産院で分娩 した，健

康新生兒 5名 を檢査の 対象 とした ．

　第 3節　檢査方法

　シ
ール ド室内に お い て ，新生 見 を ペ ッ ト上 に 仰臥位 に

して ， 第 1編 ， 第 2 章 ， 第 3節 の 方法で ， 下 肢の M ．ga・

strQcnemius 或 い は anterolateral 　muscles 　か ら筋電

圓 を檢出す る．刺戟は，N ．　tibialis或 い は ，　 N ．　perone
−

US に加えた．前篋刺戟 に よ る反 應 の 振巾に 対す る試驗

刺戟 に懸答し た H 波の 振巾の 比 を 求め ．
こ れ を 2 つ の 刺

戟 の 時間的間隔に 從 い ，
プ ロ ッ トす れ ぱ ，こ れが 所謂，

恢復曲線であ lj］，
こ れ に よつ て 脊髓 ・ ・ u ・… の 興奮性

が 分 る ．刺戟強度 は，最小刺戟竃圧に て ， H 波が最大に

現 わ れ る様鰍 態 に お い て 実驗 を 行 つ た・N ・・nditi °n −

ing　 shock と test　 shock の 刺戟強度 は 同
一tで あ る．

　　　　　　　　第 3 章　検査 成繽

　 第 1節　新生 兒の N ．tibiialis刺戟に よる．M ．　gastro・

cnemius に つ い て
．
の 所見

　 新生兒の N ．tibialisに 刺戟注射金1を刺入 し，　M ．　gas−

trocnemius の 上 に 表 面 電極 を 2　cm間隔 で ，　 pQpliteal

fossa か ら 趾先の 方 向に 約 5　CIIIの 所に 固定 し， 先ず單
一

短形波を加え，H 波が 確実 に出る様に調整 レ・ 次 い で 2

発刺戟に 切替 え ，
cenditioning 　shock と test　sheck に

　よる各メζの II波を言己録し！た 。

　 こ れ に よ れ ば ，新生見 の M ．9・・t・。・・ e 皿 i・・カ・ らの脊

髓前柱細胞反射 の 絶対不應期 silent 　period・は ， 約30

皿 sec ．であ る （第 1 圖A ）　（写真 1 ）・叉 過常期 は 50

　皿 sec ．の 所で 132％で あ る・

　 第 2節 新生見 の N ．P… neu ・刺戟 bこ よ る・・ ant 。・・1a一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 写 真 1

test　 shock 後 H 波 （
一）

日 産 婦 言c
．13卷 6 号

test　shock 後 正1言皮　（十）

写 真 2

test　 shock 後 low−threshold 　reflex （
一

）

　　　　　　甫1！戟 悶 隔30皿 sec ・

　　　　　　　　 刺 戟 間 隔40msec ・

teral 　 muscles よ
tt

；の 所見

新生 見 の anter ・1・t・・al　m ・・ cl・・ に 表醜 概 貝怖

し ，
M ．　gastr。 cnelnius か ら tl

’
）nt導 と同様 に して ，

2 発
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　刺戟を加 え て Iow−threshold　reflex を観察 した．

　　新生兒 の anterolateral 　 muscles の 10w−threshold

　reflex の 絶対不應期は 30msec．であ り ， 過常期は認め

　られなか つ た （第 1 圖 B ） （写真 2 ）．

　 脊髓反射囘復曲線 は ， M ．　gastrocnemius に似た 曲線

に な つ て お り，過常期 に お ける過常 の 程度 は，M ．　gastro−

　CIlemius の 方が 大 き い 様であ る ．

　　　　　　 第 4 章 総括並 び に考按

　 前編 に 引 続 き，II波 を示 標 と して ， 前柱細胞 の 興奮性

の 状態を観察す る 目的で ，
N ．　tibialis と N ．　peroneus に

conditioning 　 shock と test　shock の 二 つ の 刺戟 を相

続 い て 加 え ， 前者 に よ る前柱細胞の 放電後 の 興奮性 の 過

程 を 適当な 間隔を 置 い て 與えた 後 の 刺戟に よつ て観察 し

た。

　 此 の 方 法に よつ て ，
Magladery （1952） は 中卞區性運動

障碍患者 に お い て rnOtOr 　neUrOne 　 eXCitability を 鯉察

し て い る ．こ の 囘 復過程 で ，最 も長 い 不應期 を 有す る 形

体 は ， 背髓 の motoneurone で ある と考 えられ る．　 Ma −

gladery，三 輪，藤森
3D ，等は 乖申経系疾患の 研究， 診断

」／．J 價値が あ る と して い る．こ の motoneurone の 絶体

不 應期 に つ い て，健康成人 に お い て ，
Magladery 等は

100msec ，〜 120msec ．と逋ぺ て お り，本邦に お い て は，

本間 （三 ），藤森等 は ， 70msec ．〜 100msec ．で あ る と述

べ て い る．」（　Magladery ，三 輪等1こ よ れば ， 片痲痺 の 様

な upper 　nユotor 　neurone 　lesion の 際に は，こ の 不應期

が 著 し く短縮す る 事が ，多数 の 研 究 か ら知 ら れ て い る．

即 ち，こ の 不應期 は，20msec ．〜30msec．迄短縮さ れ る．
こ れ を ，

Magradery 等 は ， 上位中樞障碍 の 爲，上 位
ncurone か らの 抑制がとれた 爲， 脊髄 motoneurone

の 興奮性 が高ま り，短時問で synaps が repolarization

の 状態に な る からであ る と説明して い る．

　次 に 過常期であ る が ， こ れは conditioning 　shocl ｛ の

H 波 と test　shock の H 波 の 振幅の 比 率 が ， ユ00％以 上

に な る事であ る ．健康成人 に於 て は，決 し て こ の 逼常期
を認めない ・こ 9e．1，：’，　upPer 　 m ・t・ r　neur ・nes の 際に 強

く認め，極端 な場合， 300％ 以上 （三 輪 ） に な る．そ し

て こ の mechaniSm ぽ ， 上 位 neurOne の 抑制が とれ，

前細胞 が release さ れ て い る爲 と説明 レ て い る ．

　著者の 檢索 か ら新生 兒 の 脊髓 motoneurone の excita ．

bilityの 囘 復過 程 を 観 る と，絶対不應期 は30msec ，であ

り，M ，　gastrocnemius に お レ、て ， 過常期は 130％ （50

msec ．の 刺戟間 隔に お い て） に 達 し て い た． こ の 事

は ， 新 生 児 の 上 位 neurone に 何 等 の 障碍 が 無 くて も，

％

’00
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脊髄前柱細胞の興奮性が高い 事 を意味 して い る．即 ち，

前柱細胞 の閾値 が 正 常 よ りも低下 し て い るた め に，多 く

の motOrneurone が 活動 を開始 し ， そ の 爲に 過常期 を

示 す も の と考 え られ る．また silent 　 period の 短縮 して

い るの は・conditioning 　shock に よつ て 興奮 した 後，

短時間で synaps が repolarization の 状態に な り得る

か らであ り，此等は 全て myelinization の 未完成であ る

爲に前柱細胞 が release され て い る もの と思わ れ る．

　即 ち ， 新生 兒 の mothr 　neurone 　excitability を こ の

恢復曲線 に よ つ て見 る と ， 成人 に お い て ，
Magladery ら

の 示 した よ うな，上 位 neurone 障碍 時 に 起 る前柱細胞

興奮性の 恢復曲線に 近似 し て お り，こ れ は新生 兒 の 中樞

神経系の 錐体路の 未完成を意味するもの で あ る （第1 圏

C ）．

　　　　　　　 第 5 章　結　　論

　1） 新生兒 ， 5例 につ い て 2 発刺戟 の 方法 に よ り， 脊

ee　motor 　neurone 　excitability を 調べ て 見 る と silent

perlod は 30m 　sec ．で あ り， 夊過常期を著明に 示 し，健
康成入 の そ れ に 比較 レて ， 前柱細胞 の 興奮性 は著 しく高

い 状態を 示 して い る．

2） こ の 恢復曲線は ， 成人 に お け る上位 ，
motor 　nett ・
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rone 障碍時の 恢復曲線に 似 て お り ， 從 っ て 新 生 皃に お

い て は錐体路 が 未完成であ つ た爲，脊髓 m ・tor　 neur ・ ne

が 恰も releasc さ れ て し／iる が 如 き賦 態 に あ る もの と 考

タ、られ る．

　　　　　　　 全編 に対する結論

　新生 兒 ， 乳幼兒の N ．peroneus の 刺戟に よ り，ante −

rOlateral 　 mUSCIeS か らH 波 に相当す る所謂，　 IOW−thr −

e5hQld 　re 且ex を 認 め る の は，脊髓前柱細胞 の 上位中樞

か らの release を意味 し，こ れは又 ， 成人 に お い て ，

主 と して 錐体路系の 障碍時 に 現われ る Babinski’s　 sign

が ， 新生 兒，乳 幼 兒 に 生 理 的 に 現 わ れ る事 を 証明 して い

る と も云 え る．C れ を更 に 脊髓前柱細胞 の 興奮性 の 恢

復 曲線か ら考察すれば ， 成入の upper 　 rnotor 　 neurone

lesion 時 の 曲線に 近似 し新生晃 の 上位 neurone の my −

elinization の未完成で あ る 事が証明出来 るの で あ る ．

　擱 筆 す る に 当 り，御指 導，御校 閲 を 賜 つ た 恩 師橋本教

授 遊 び に 陣 内 教授 に 深 謝致 し ま す ．又 直 接，終 始，御 指

導 を 賜 っ た 陣 内 外科 沼本 講 師 に 深 謝致 し ま す．又，多 大

の 御 助 言 を 賜 つ た m 中助 教 授 並 醐 こ 尾 島川崎 癌研 産 婦 人

科医長 に 感 謝 致 し ま す ．

　 （尚，本 論 文 要 旨 は ，昭 和 34年 11月 及 び 昭 和35年 9 月

に 行 わ れ た ，第 18回 及 び 第 ユ9回，脳 神 経 外 科学 会 総 会 ，

亦，昭 和 35年 4 月 の 第 13回 日本筋 電 図学 会 総会 に 発表 し

た ．又 昭 和36年 2 月18 日に 行わ れ た 第70回 岡 山 医 学 会 総

会 並 び に 3 月 に 行わ れ た 円本産 婦 入科学会総会 に 発 表 し

た ，）
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